
 

 

 

 

 

１ 単元のデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

単 元 観 児 童 観 

小学校学習指導要領解説 国語編 

Ｃ読むこと 

ア段落相互の関係に着目しなが 

ら，考えとそれを支える理由や 

事例との関係などについて，叙 

述を基に捉えること。  

言語活動 

ア自分の考えと，それを支える理 

由や事例としての事実との関係 

を明確にして書くこと。 

本単元のねらい 

・文章を読み比べることを通して書

き手の意図に応じた事柄の取り

上げ方や説明の仕方に違いがあ

ることを読み取ること。 

【国語科の学習に取り組む態度】 

〇読書習慣が身に付いており，音

読も進んで取り組むことができ

る。 

〇６月に学習した同系統の単元

「自然のかくし絵」では，段落

ごとの内容をとらえながら文章

を読むことを学んでいる。 

○単元末テストの平均点は，90.9

点で内容の中心となる語や文に

着目して文章を読むことができ

ていると言える。 

○話の内容を具体的に説明するた

めに挙げられた事柄や内容を理

解することはできてきている。 

○話の文章の全体を大づかみに捉

えることはできるようになって

きているが，中心を把握し，情

報と情報との関係について理解

することにはまだ課題がある。 

○準備テスト 

①②「虫を食べる植物」説明文 

③「音楽発表会のポスター」 

④「ホットケーキの作り方」 

〇③の結果から，テキストを読み比べ，

書き手の意図や目的に応じた表現の工

夫を読み取る力に課題がある。 

○本文のキーワードに線を引きながら読

むことができている児童は 44.7%。 

○主語と述語の関係や文章の構成に関す

る理解について課題がある児童が対象

児童を含め２名いる。 

内容 正答率 

①大事なことを落とさずに

読み取る 

94.8% 

②お話の大体をつかむ 97.4% 

③２枚のポスターを比較し，

説明の違いを読み取る 

79.4% 

④文章と絵から内容を読み

取る 

86.8% 

本単元で育みたい資質・能力 

 図表等が含まれた実生活のテキ

ストを読み，事実と意見との関係を

捉え，書き手の工夫について読み比

べて考えたことを表現する力。 

 

指導観（◎ＩＣＴについて） 

〇「課題の設定」の場面では，児童が学校生活で出合ってきたさまざまな「たより」を電子黒板で掲示し，視覚支

援を取り入れながら教材に対する興味を持たせる。 

○本単元の学習内容を知った養護教諭の宇山先生のお願いを知らせ，学習したことをまとめ，宇山先生に読んでも

らうというゴールを設定し，本単元を学習する学びの必然性をもたせる。 

○「情報の収集」「整理・分析」では，教材文「朝食の大切さ」について書かれた二つのほけんだよりを読み比べる。 

・まずは，読み比べるための観点を理解するために，既習事項を活用し，形式段落に番号を付け，はじめ・中・

おわりの段落相互の関係に注意して文章の構成を捉える。 

・次に，二つのほけんだよりは，誰に，何のために書いたのかという相手意識や目的意識を明確にする。それら

をもとに，中心となる語や文に線を引き，共通点や相違点を確かめ，取り上げられている事柄や説明の仕方の工

夫の違いを手がかりにしながら，書き手が伝えたいことを読み取っていく。 

◎既習事項の確認や問題提示の場面では，電子黒板を活用し，問題場面の把握や問題解決への意欲を高めさせる。 

◎電子黒板や書画カメラを効果的に活用し，自分の考えについて根拠を明確にしながらわかりやすく表現させたり，

友達の考えとの共通点や相違点を捉えさせたりする。 

【本単元の目標】 

＜知識及び技能＞考えとそれを支える理由や事例，全体と中心など情報と情報との関係について理解すること。 

【（２）情報の扱い方に関する事項 ア 情報と情報との関係】 

＜思考力，判断力，表現力等＞段落相互の関係に着目しながら，考えとそれを支える理由や事例との関係などについて，叙述を基に捉えること。                               

【読むこと ア 構造と内容の把握】                         

＜主体的に学習に取り組む態度＞二つの文章を繰り返し読み，事柄の取り上げ方や説明の仕方の工夫をみつけ，書き手の意図を読み取ろうとして

いる。 

国語科 第３学年 廿日市市立四季が丘小学校 指導者  小田 紫 

   

 

 

 思考力・判断力・表現力 

  書き手のくふうを読み取ろう！ 
「ほけんだより」を読みくらべよう（東京書籍 ３年） 

                             
本単元で育成する資質・能力  

 

単
元
名 

令和２年 ７月１６日（木） 

第３学年１組  

男子１９人 女子１９人 計３８人        



２ 単元の系統性から見たつまずきの要因分析とその手立てについて  

         説明文「表現の工夫・読み比べ」系統       学びのつながり （読むこと：説明文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【放課後学習（フォローアップ教室）での支援】 

・習熟プリント（虫を食べる植物）の問題を解かせる時に鉛筆の進み具合と目線から，設問に対し，どの文章を手

がかりにしているのかを観察し，なぜ，そこから答えを導き出そうとしたのかを問い，根拠を明確にさせながら

考えの道筋を明らかにする。 

・助詞がくっついていると名詞が判別できないことがあるので，絵カードや「ことば絵じてん」を使って，生活に

密着した言葉遊びをしながら語彙量を増やす。 

【つまずきの要因分析をもとにした手立てや支援】 

・読む活動を十分に取り入れ，繰り返し出てくる表現はキーワードとなることに気付かせる。 

・「読み取りくん」を活用し，読み取りの手順を確認させ，自力解決につなげさせる。 

・「発表くんカード」を活用し，自信をもって発表させる。 

・「まとめるくんカード」を活用し，二つのまとめ方から選ばせて自分の考えを書かせる。 

・書いてあることを短い言葉でまとめさせ，根拠を説明させる。 

 

２年：ふろしきは，どんなぬの 

カードと本の文章という二つの文章を読み比べ，それぞれの説明の

違いに気づく。【言葉の力】せつめいのしかたのちがいに気づく 

※今年度から「サツマイモのそだて方」という教材文に変更 

４年：広告を読みくらべよう 

広告を読み比べ，それぞれの目的に合わせた表現の違いを読み取る。 

【言葉の力】表し方のちがいを読み取る 

３年：自然のかくし絵 

段落の内容を捉えながら文章を読む。 

【言葉の力】段落の内容を捉える。 

３年：パラリンピックが目指すもの 

 だいじな言葉や文を見つけながら文章を読み，書かれ

ていることを要約する。【言葉の力】要約してまとめる。 

３年：「ほけんだより」を読みくらべよう 

二つの「ほけんだより」を読み比べ，それぞれの事柄の取り上げ方や説明の仕方の工夫を読み取る。 

【言葉の力】書き手のくふうを読み取る 

【つまずきの要因を明らかにするために取り組ませた習熟プリント集の問題】 

・大事なことを落とさずに読み取るための説明文の問題（虫を食べる植物） 

・説明の違いに気づくための読み比べの問題（音楽発表会のポスター） 

・文章と絵から内容を読み取るための問題（ホットケーキの作り方） 

・言語聴写課題・漢字誤り分析⇒課題は見られなかった。 

 

【本単元を系統的に関連付けて予想したつまずき】 

〇時間的な順序や事柄の順序を考えながら内容の大体

をとらえたり，段落分けをしたりすることはできる

が，段落相互の関係に着目しながら筆者の考えや結

論，また，そこに至る事例や理由をとらえることは

難しいのではないか。 

○文章に書かれている表現をそのまま抜き出す問いに

は正しく答えることはできるが，中心や要点，根拠

を問われたりする問題は難しいのではないか。 

〇図・表と文を関連付けて読むことが難しく，視覚的

な情報から主観的に読んでしまうのではないか。 

 

【習熟プリント等の結果から明らかになったつまずきとその要因】 

○二つのポスターを読み比べ，共通点や相違点をもとに考えること

に課題がある。 

▼「ア・イ，それぞれのポスターでは分からないことを、一つずつ

書きましょう。」というような不足の部分について答える問題は無

回答であった。問いの意味が理解できなかったことと本人の語彙

の不足により伝えたい内容を表す語句（時間・場所等）を導き出

すことが難しい。 

○おたより文を読み取って，必要な情報を取り出すことが難しい。 

▼「～についてわかることを書きましょう。」という問いに対し，わ

かることではなく，よびかけていることを抜き出していた。問題

の意味理解が難しい傾向にある。 

【本単元のねらいの達成に迫る日常的な取組】 

・お話の大体をつかむ。 

・キーワードに線を引く。 

・段落番号をつける。 

・図と言葉を関連づける。 

 



3 単元の評価規準 

国

語

科 

知識及び技能 
思考力，判断力，表現力等 

主体的に学習に取り組む態度 
読むこと 

（ア）自分の考えと，それを支える理由や事例としての事実との関係を明確にして書くこと。 

・考えとそれを支える理由や事例，

全体と中心など情報と情報との

関係について理解している。  

     （（２）ア） 

・段落相互の関係に着目しながら，考えと

それを支える理由や事例との関係などに

ついて，叙述を基に捉えている。 

             （Ｃ（１）ア）                                        

・二つの文章を繰り返し読み，事柄の取り

上げ方や説明の仕方の工夫をみつけ，書

き手の意図を読み取ろうとしている。 

４ 教科の指導事項との関連  

第３学年 国語科（C読むこと：ア 構造と内容の把握） 

第１学年及び第 2学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年 中学校第 1学年 

ア 時間的な順序や事柄の

順序などを考えながら，内

容の大体を捉えること。 

ア 段落相互の関係に着目し

ながら，考えとそれを支える

理由や事例との関係などに

ついて，叙述を基に捉えるこ

と。 

ア 事実と感想，意見などと

の関係を叙述を基に押さ

え，文章全体の構成を捉え

て要旨を把握すること。 

ア 文章の中心的な部分と付加的

な部分，事実と意見などについ

て叙述を基に捉え，要旨を把握

すること。 

５ 指導と評価の計画（国語 全８時間） 

次 時 学 習 活 動 
評   価 

児童の思考のプロセス 
知 思 態 評価規準（評価方法） 

単
元
前 

課題の設定 

・総合的な学習の時間「まちのすてきを見つけ隊」 

・保健「毎日の生活とけんこう」 

第
一
次 

１ 

課題の設定（国語科） 
・学習のゴールイメージを
もち，単元のめあてを設
定するとともに学習の
見通しを立てる。 

  〇 ○宇山先生に学んだことを伝えるという単元の 

 ゴールを理解し，見通しをもって学ぼうとして 

いる。          （発言・ノート） 

 

「読み比べる」っておもしろそうだな！

読み比べるときに大切なことを知りたい

な。 

第
二
次 

２ 
３ 

情報の収集 
・二つの文章の共通点につ
いて話し合い，書き手の
考えと文章の構成をつ
かむ。 

〇   ○二つの文章から，同じことが書かれているとこ 

ろを取り出すことを通して，書き手の主張や文 

の組み立てについて理解している。 

             （発言・ノート） 

「自然のかくし絵」の学習を生かして，は

じめ・中・おわりを見つけることができた

よ。同じところを見つけると書き手の伝え

たいことが分かるよ。 

４ 
 
本
時 

情報の収集 
・二つの文章の相違点につ
いて話し合い，取り上げ
られている事柄や書き
手の意図の違いを読み
取る。 

 〇  ○二つの文章のちがいを読み取るために段落と 

段落のつながりや繰り返し出てくる言葉に目 

を向けながら書き手の意図を読み取っている。 

           （発言・ノート） 

二段落に目を向けて，何回も出てくる言葉

を見つけると大森先生の伝えたいことが

分かったよ。 

５ 
 

整理・分析 
・二つの文章と図表との関
係を読み取る。 

 〇  ○図表と文章の関係に着目し，図表の効果を考え 

ながら，文章に書かれている事柄を読み取って 

 いる。           （発言・ノート） 

図があることで分かりやすくなるね。表の

数字は「なるほど！」って思えるね。 

６ 

情報の収集・整理分析 

・二つの文章と「みなさん
へのアドバイス」との関
係をつかむ。 

〇   ○二つの文章の「みなさんへのアドバイス」を入 

れ替え，どのような役割を果たしているのかを 

理解している。      （発言・ノート） 

二つとも朝ごはんの大切さについての文

章だけど，「みなさんへのアドバイス」に

書かれていることってちがっていたね。 

７ 

まとめ・創造・表現 

・文章の工夫をまとめ，事
例や理由を明確にして
自分の考えを書く。 

〇   〇書き手の考えと文章の工夫，読み手のことを考 

えながら書くことを理解している。 

 （カード・発表） 

ぼくは一つ目の文章を選びました。理由

は，お家の人が読んだときに，朝ごはんの

メニューをもっと工夫しようと思うきっ

かけになると思ったからです。 

第
三
次 

８ 

振り返り 

・互いの文章を読み合い，
一人一人の感じ方の違
いに気づく。 

・学習の振り返りをする。 

  〇 〇二つの文章を読み比べて考えたことを発表し 

合い，一人一人の着眼点や感じ方に違いがあ 

ることに気付いている。   （カード・発言） 

二つの文章を読み比べるって楽しいな。い

ろいろな文章を読んだり書いたりすると

きに使えるな。 

 

     

目指す児童のゴールイメージ 

・読み比べって楽しいな。伝えたいことは同じでも書かれている事柄や説明の仕方がちがうことを読み取

ることができたよ。書いた人の伝えたいことは何かを考えていろいろな文章を読んでいきたいな！ 

単

元

後 

まとめ・創造・表現 

・「まちのすてきを見つけ隊」 

・学級活動「夏休みの生活」 

６ 本時の目標 

 

 

二つの文章の相違点について話し合い，取り上げられている事柄や書き手の意図の違いを読み取る。（思考・判断・表現 読むこと（１）ア） 



７ 本時の展開 

 学習活動（時間） 

◇指導上の留意点 ・予想される児童の反応 

◆主体的な学びを促す教師の手立て  

ＦＵ対象児童への教師の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

課

題

の

設

定 

   

 

 

情

報

の

収

集 

 

 

 

整

理

・

分

析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

 

 

 

 

 

 

 

 

振

り

返 

り 

１ これまでの学習を 

  もとに，本時のめあ 

てを確認する。 

  （５分） 

 

２ Ａの文章を一斉で

音読する。 （３分） 

 

 

 

３ キーワードの見つ 

け方をＡの文章で 

確認する。（８分） 

 

 

 

 

４ Ｂの文章のキーワ 

ードを見つける。 

  （５分） 

 

５ 見つけたキーワー

ドを全体で交流す 

る。   （６分） 

 

 

６ 取り上げられてい

る事柄と書き手の

意図との関係につ

いて考える。（５分） 

 

７ 書き手の意図を全

体で交流する。 

（８分） 

 

 

   

 

 

 

 

８ 本時の学びをまと 

め，振り返る。 

   （５分） 

◇あいさつの後，起立して音読させ，全文を読んだら着席し，黙読させる。 

◇掲示した学習計画をもとに，本時の学びを確認し，共有する。 

 

 

◇ほけんだよりの拡大コピーを提示し，今，どこを音読しているのかがわか

るよう，文章を指し示すことができるようにする。 

 

 

 

◇キーワードを見つけるコツを確認する。 

◇全体でＡの文章のキーワードを見つけ，見つけたキーワードに線を引かせ

る。 

     

    

◆発表した内容を叙述と関連付けながら拡大コピーにまとめる。 

◆「読み比べくん」を使って，キーワードを整理してまとめさせる。 

◆Ａの学びを生かしながら，個人で取り組ませる。 

 

 

 

 

◆Ａの文章のキーワードと比較できるように視覚的に板書しながら，テンポ

よく進める。 

 

 

 

◇「読み比べくん」を使って，それぞれの取り上げられている事柄を比較さ

せながら書き手の意図をまとめさせる。 

 

     

 

◇個人で考えた後，全体で意見を交流させる。 

 

 

 

◇友達の考えを聞き，自分の学びを深めさせる。 

◇「まとめるくん」を電子黒板に提示し，まとめ方のイメージをつかませる。 

     

 

 

    

◆読み取った内容とそのための方法をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思・判・表】 

・二つの文章の

ちがいを読み

取るために段

落と段落のつ

ながりや繰り

返し出てくる

言葉に目を向

けながら書き

手の意図を読

み 取 っ て い

る。 

（発言・ワーク

シート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａの文章で取り上げられていることがら：朝ごはん，エネルギー，体温，元気，体 

Ｂの文章で取り上げられていることがら：朝ごはん，だるさ，食べた，食べなかった 

○め読みくらべのコツを見つけることができる。 

Ａの文章で伝えたいこと：「朝ごはんは元気に生活するために大切なもの」 

Ｂの文章で伝えたいこと：「朝ごはんを食べないと元気がなくなったり，だるさを感じたり 

することがある」 

既習事項の掲示物をもとに，自力解決への見通しをもてるよ

うにしておく。 

 

語のまとまりや区切りがわかるように「分かち書き」をした 

プリントを準備する。 

   話型を提示し，安心して自分の考えを伝えることができるよ

うにする。 

繰り返し出てくる言葉に着目させる。 

    

   文型を提示し，安心して自分の考えを書くことができるよう

にする。 

大森先生は，朝ごはんをしっかり食べてほしいからほけんだよりをつくりました。ねがいは同じ 

だけど，キーワードや伝えたいことがちがっていて，おもしろいなと思いました。 

たのに伝えたいことや書かれていることがらがちがっていてびっくりしました。 

ていうことを伝える 

○ま  読み比べのコツ⇒「ちがい」に着目する！ 

着目する段落を見つける：書かれていることのちがいから考える 

キーワードを見つける：くり返し出てくる言葉をさがす 

  書き手の意図を読み取る：キーワードのちがいから考える 



８ 学習活動４，６で想定したつまずきとその解消のために取り入れた手立てや支援について 

 

問題 

★想定したつまずき 

 

 

 

期待する児童の反応 

学習活動４ 
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○言葉の切れ目が分か

って，キーワードが見

つけやすいよ！ 

 

○「キーワード見つけカ

ード」を使うと，大事

な言葉だけに着目で

きたよ。 

 

 

 

 

 

○一番上のマスをきち

んとあけて書けたよ。

全部消さなくていい

のでうれしいな。 

 

○「まとめるくんチャー

ト」を使うと，クイズ

みたいに楽しく文章

が書けたよ。 

 

○「けずる作戦」は，あ

らすじを書いた時に

も使ったけど，文章を

短くするのに便利だ

ね。 

 

 

取り上げられている事柄と書き 

手の意図との関係について考え 

る。 

 ＦＵ対象児童への手立て 

「まとめるくんチャート」を使っ

てキーワードをおさえながら，構

成と意味を理解し，文章化でつな

げさせる。 

ワークシートに 1マス開けるマーク

を書き入れる。 ★段落を意識できない。 

★書き出しで止まってしまう。 

★文章にねじれが生じている。 

 

Ｂの文章のキーワードを見つ 

ける。 

★長々，文章に線を引いてしま

う。 

 

分かち書きのプリントをもとに 

１つ１つの言葉のまとまりに着目

できるようにする。 

「キーワード見つけカード」を使

って考えさせる。 

「けずる作戦」で，文章の見直しを

させる。 

★キーワードが見つけられない。 

 

★文章が長い。 

 

★促音の表記を間違う。 

 

促音に印をつけて視覚的に捉えさ

せる。 


